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広報　常陸大宮　　　　平成２４年６月号２

　

私
た
ち
の
生
活
か
ら
は
、
毎
日
た
く
さ

ん
の
ご
み
が
出
て
い
ま
す
。
ご
み
と
一
言

で
い
っ
て
も
、
そ
の
中
の
ほ
と
ん
ど
が
、

リ
サ
イ
ク
ル
可
能
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
常
陸
大
宮
市
で
排
出
さ

２２

れ
た
ご
み
の
内
訳
は
、
左
の
円
グ
ラ
フ
の

と
お
り
、　

％
が
可
燃
ご
み
で
、
そ
の
中

７７

に
は
雑
誌
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
紙

類
・
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
が
た
く
さ
ん

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
ル
ー
ル
を

守
っ
た
分
別
を
し
、
資
源
ご
み
と
し
て
出

す
な
ど
普
段
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
す
。

　

市
民
一
人
当
た
り
の
ご
み
の
量
は
、
３

０
４�
１
㎏
、
１
年
間
の
ご
み
を
処
理
す

る
の
に
か
か
る
費
用
は
約
３
億
３
３
３
９

万
円
。
一
人
当
た
り
に
す
る
と
７
８
５
２

円
と
な
り
ま
す
。

　

限
り
あ
る
資
源
や
豊
か
な
自
然
を
子
ど

も
た
ち
に
残
し
て
い
く
に
は
、
こ
れ
ま
で

の
大
量
消
費
・
使
い
捨
て
の
生
活
を
見
直

し
、
環
境
に
や
さ
し
い
循
環
型
の
生
活
に

変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
環
境
に
や
さ
し
い
生
活

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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ご
み
の
中
に
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
新

聞
紙
な
ど
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
し
て
繰
り
返

し
使
う
こ
と
が
で
き
る
ご
み
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
も
決
め

ら
れ
た
こ
と
を
守
り
排
出
し
ま
し
ょ
う
。

�
排
出
日
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
指
定
袋
を
使
用
し
、
氏
名
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

�
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
ビ
ン
の
キ
ャ
ッ
プ
は
、

外
し
て
く
だ
さ
い
。

�
家
電
４
品
目
（
テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
・

冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
）、
タ
イ
ヤ
な
ど
の
収

集
は
行
い
ま
せ
ん
。（
集
積
所
へ
出
す

と
不
法
投
棄
と
な
り
、
罰
則
の
対
象
に

な
り
ま
す
。）

＊
ご
み
集
積
所
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
き
れ

い
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

ご
み
の
減
量
を
！

ご
み
の
減
量
を
！

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

ご
み
の
減
量
を
！

ご
み
の
減
量
を
！

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

ご
み
の
減
量
を
！

環
境
保
全
特
集

平成22年度に排出された
　　　　　　　　　ごみの内訳

■■可燃　77％
■資源　16％
■粗大　　7％

※資源ごみ：缶、ビン、
　紙類、ペットボトル、
　発砲スチロール等

１人当たり
年間排出量
（kg）

常住人口
（年度末）
（人）

合　計
（トン）

資源ごみ粗大ごみ可燃ごみ地　域年　度

３２０．４４２，４７９１３，６１０２，３０５８１４１０，４９１大宮環境
Ｈ２０年度 ２５１．８４，２０２１，０５８６２６９９２７城北環境

３１４．２４６，６８１１４，６６８２，３６７８８３１１，４１８合　　計
３２３．６４１，８８６１３，５５３２，２６６８３５１０，４５２大宮環境

Ｈ２１年度 ２５３．４４，１３１１，０４７６２６９９１６城北環境
３１７．３４６，０１７１４，６００２，３２８９０４１１，３６８合　　計
３２１．６４１，５６６１３，３７０２，２９９８３９１０，２３２大宮環境

Ｈ２２年度 ２３２．２４，０７４９４６５９７７８１０城北環境
３０４．１４７，０７４１４，３１６２，３５８９１６１１，０４２合　　計
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※大宮環境：大宮・山方・美和・緒川地域　　城北環境：御前山地域

�

�

�

�

�������������������������

�������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������
										











����������
����������

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
と
資
源
ご

み
の
有
効
な
活
用
を
図
る
た
め
、
ビ

ン
・
カ
ン
・
ポ
リ
ケ
ー
ス
・
雑
誌
・

新
聞
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
布
類
等
な
ど
、

再
利
用
で
き
る
も
の
を
回
収
す
る
団

体（
子
ど
も
会
や
高
齢
者
ク
ラ
ブ
等
）

に
対
し
て
収
集
量
に
応
じ
て
報
奨
金

を
出
し
て
い
ま
す
。

＊
回
収
す
る
団
体
は
、
事
前
に
市
へ

届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

家電４品目はリサイクルに！！
〈主要家電メーカー料金〉

※この金額のほか運搬料がかかります。
※環境センターでは収集しませんので、
販売店等に相談してください

１，７８５円１５型以下
テレビ

２，８３５円１６型以上

２，１００円エアコン

３，７８０円１７０�以下
冷蔵庫・冷凍庫

４，８３０円１７１�以上

２，５２０円洗濯機・衣類乾燥機



広報　常陸大宮　　　　平成２４年６月号３

　

市
役
所
は
、
行
政
機
関
と
し
て
各
種
環

境
施
策
の
推
進
や
市
民
・
事
業
者
へ
の
指

導
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
率
先
し
て
環

境
保
全
に
努
め
る
地
域
の
環
境
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
市
役
所
の
立
場
を
踏
ま
え
、
率
先
し

て
環
境
保
全
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

に
よ
り
、
市
民
・
事
業
者
の
模
範
と
な
り
、

地
域
と
一
体
と
な
っ
て
環
境
保
全
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
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平
成　

年
度
に
策
定
し
た
地
球
温
暖
化

１８

対
策
実
行
計
画
（
第
１
次
）
を
平
成　

年
２３

度
に
第
２
次
計
画
と
し
て
見
直
し
、
常
陸

大
宮
市
の
事
務
・
事
業
に
関
し
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
の
た
め
の
新
た
な
措

置
な
ど
、
※

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン　

の
取
り

２１

組
み
と
連
動
し
て
環
境
保
全
に
向
け
た
具

体
的
な
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

※
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

　

と
は
、
環
境
へ

２１の
取
り
組
み
を
効

果
的
、
効
率
的
に

行
う
こ
と
を
目
的

に
、
環
境
省
が
策

定
し
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
す
。

市
役
所
も
率
先
し
て

市
役
所
も
率
先
し
て

環
境
保
全
の
取
り
組
み
を
実
行

環
境
保
全
の
取
り
組
み
を
実
行

市
役
所
も
率
先
し
て

市
役
所
も
率
先
し
て

環
境
保
全
の
取
り
組
み
を
実
行

環
境
保
全
の
取
り
組
み
を
実
行

市
役
所
も
率
先
し
て

環
境
保
全
の
取
り
組
み
を
実
行
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�
�
�

◎
グ
リ
ー
ン
購
入
の
推
進
や
廃
棄
物
の
発

生
抑
制
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
環
境
に
配
慮

し
た
公
共
施
設
の
整
備
な
ど
、
環
境
保

全
全
般
に
対
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

◎
節
電
や
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
を
積
極
的

に
実
践
し
、
省
エ
ネ
型
の
ワ
ー
ク
ス
タ

イ
ル
へ
の
転
換
を
図
り
ま
す
。

◎
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
、
地
球

温
暖
化
対
策
の
推
進
と
災
害
時
の
市
民
へ

 
の
安
全
・
安
心
の
提
供
を
推
進
し
ま
す
。

◎
節
電
な
ど
の
運
用
に
加
え
、
省
エ
ネ
型

の
設
備
導
入
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

◎
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
（
計
画�
実
行�

点
検�
見
直
し
）
に
よ
り
、
継
続
的
な

改
善
を
図
り
ま
す
。
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市
役
所
の
事
務
・
事
業
に
伴
い
排
出
さ

れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
を
、
平
成

　

年
度
に
対
し
て
平
成　

年
度
ま
で
に
、

１７

２８

　

％
以
上
削
減
し
ま
す
。

２５

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

H17

3,374
3,171

3,026 2,972

H20 H21 H22

温室効果ガス排出量［t-CO2］t-CO2

約12％削減約12％削減約12％削減
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　第１次地球温暖化対策実行計画に基づき、空調温度の調整
や昼休みの消灯などの省エネルギーに関わる取り組みを、全
職員で進めてきました。
　その結果、庁舎等から排出される二酸化炭素は、計画の基
準としている平成１７年度の排出量に対して、平成２２年度までの
積み上げで約１，５００トン削減できました。これをコストに換算
すると５年間で約１億１，４００万円を削減したことになります。
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　野焼きは、煙や悪臭による近所迷惑、ダイオキシン類等の
有害物質の発生の原因となります。
　廃棄物の野焼きは禁止されていて、違反すると５年以下の
懲役か１千万円以下の罰金またはその両方が科せられます。
　ただし、農業・林業を営むためのやむを得ないものとして
行われる焼却やたき火などは例外とされています。
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広報　常陸大宮　　　　平成２４年６月号４

　

市
で
は
、
在
宅
の
高
齢
者
と
そ
の
家
族
が
、
安
心
し
て
充
実
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
で
は
補
え
な
い
そ
れ
以
外
の
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
い
く
つ
か
の
主
な
事
業
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
各
事
業
の
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。
利
用
し
た
い

サ
ー
ビ
ス
の
詳
細
、
申
請
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
役
所
介
護
高
齢
課
、
各
総
合
支
所

市
民
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
齢
者

高
齢
者
と
そ
の

と
そ
の
家
族
家
族
を
支
え
ま
す

を
支
え
ま
す

高
齢
者
と
そ
の
家
族
を
支
え
ま
す
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��������������������









���������������������������������������������������������	
��
�����

　在宅で高齢者等を介護している家族等に介護用品を購入するための助成券を交付します。
　介護用品購入助成券の交付を受け、指定販売店でご購入ください。
������

　在宅で下記の状態の方を介護している方。　　　　　　　　　　　
　�　申請日現在６５歳以上で次のいずれかに該当する方
　　①　６カ月以上寝たきりの状態か、日常の生活の大半に介護が必要な方
　　②　６カ月以上認知（痴呆）の状態で、日常の生活の大半に介護が必要な方
　�　重度の身体障害者（下肢及び体幹１・２級）
　�　特定疾病該当者（６５歳未満の介護保険認定者）
�����

　１，０００円未満の額（助成券は１，０００円単位）
� � � �

　年間６０，０００円分。ただし、次の要件すべてにあてはまる方は、年間７５，０００円分。
　◇　申請日現在６５歳以上の方
　◇　要介護４または５の状態にあると認められる方
　◇　前年度の市民税が非課税の世帯に属する方
�������	


　紙おむつ、尿取りパット、使い捨て手袋、清拭剤、ドライシャンプー　

����������������������������������������������������������������������										�������	

　医療機関に通院する場合、各種福祉行事への参加、または市役
所・総合支所及び公の施設を利用する際のタクシー利用料金を一
部助成します。利用券の交付を受け、指定のタクシー会社をご利
用ください。
������

　一般の公共交通機関の利用が困難、または下肢が不自由な方で
次のいずれかに該当する方
　�　満６５歳以上の方　
　�　身体障害者手帳の交付を受けている方
　�　療育手帳の交付を受けている方
�����

� � � �

　年４８枚まで

利用者負担タクシー利用料金

４００円１，０００円以下

８００円１，００１円から２，０００円

１，２００円２，００１円から３，０００円

１，６００円３，００１円から４，０００円

２，０００円４，００１円から５，０００円

利用料金から３，０００円を控除した額５，００１円から



広報　常陸大宮　　　　平成２４年６月号５
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　敷き布団、掛け布団、綿入れかいまき、毛布のクリーニングを行う際の利用料金を助成します。
　指定クリーニング店でご利用ください。
������

　おおむね６５歳以上のひとり暮らしの方、または高齢者のみの世帯に属する方。
�����

　敷き布団・掛け布団・綿入れかいまきは２００円。
　毛布は１００円。

� � � �

　年２回まで

����������������������������������������������������������������������										�������	

　栄養のバランスのとれた食事を提供しその費用の一部を助成するとともに、安否確認を行います。ご利用
の際には大宮地域の方は南部包括支援センター（�５３－６８１０）それ以外の地域の方は北部包括支援センター
（�５７－３３２６）にご相談ください。
������

　市内に住所を有する方で、老衰・心身の障がい及び疾病等の理由により調理が困難で、次のいずれかに該当
する方。
　�　おおむね６５歳以上のひとり暮らしの方　
　�　高齢者のみの世帯に属する方
　�　在宅で身体障害者手帳の交付を受けている方
�����

　１食３００円
� � � �

　週７回まで

����������������������������������������������������������������������										









���������������������������	
��

　寝たきり等で理美容店に行けない方に訪問によりサービスを提供し、その費用の一部を助成します。助成券
の交付を受け、指定理美容店でご利用ください。
������

　在宅のおおむね６５歳以上の寝たきり、または認知症で常時臥床の状態にあるか、
日常の生活の大半に介護を必要とする状態が今後も続くと認められる方。
�����

　１回につき２，０００円
� � � �

　年６回まで

��������������������������������������������������������������������������������										









��������������������









��������������������������������������������������������������������	
��
������

　１枚１，０００円のはり・きゅう・マッサージ券を交付します。利用券の交付を受け、指定施術機関でご利用ください。
������

　次のいずれかに該当する方。
　�　７０歳以上の方
　�　身体障害者手帳（１・２級）の交付を受けている方
　�　６０歳以上で身体障害者手帳（３級～６級）の交付を受けている方
�����

　利用料金から１，０００円を控除した金額
� � � �

　年１０回まで



広報　常陸大宮　　　　平成２４年６月号６

　

市
で
は「
常
陸
大
宮
市
情
報
公
開
条
例
」

に
基
づ
き
、
情
報
公
開
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
平
成　

年
度
の
情
報
開
示
請
求

２３

件
数
は　

件
で
し
た
。

１１

　

市
が
保
有
す
る
行
政
情
報
の
開
示
請
求

は
、
市
民
の
方
や
市
内
に
お
勤
め
の
方
な

ど
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
開
示
が
原
則
で
す
が
、
個

人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
公
共
の
利
益
を
守

る
た
め
、
個
人
に
関
す
る
情
報
で
、
特
定

の
個
人
が
識
別
さ
れ
る
情
報
や
市
が
行
う

事
務
事
業
の
目
的
を
失
わ
せ
、
ま
た
は
適

正
な
実
施
に
著
し
い
支
障
を
生
じ
る
お
そ

れ
の
あ
る
情
報
な
ど
は
、
非
開
示
ま
た
は

部
分
開
示
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
行
政
情
報
が
な
い
場
合
は
、
対
応
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

　

閲
覧
や
複
写
し
た
い
行
政
情
報
が
あ
る

時
は
、
市
役
所
総
務
課
に
請
求
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
閲
覧
料
は
無
料

で
、
複
写
を
希
望
す
る
場
合
は
実
費
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

情
報
公
開
の
開
示
状
況
を　

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
し
ま
す

情
報
公
開
の
開
示
状
況
を　

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
23
年
度

平
成
23
年
度

�問い合わせ�　総務課　庶務法制グループ　�　５２－１１１１　内線３１８

決定状況請求内容実施機関

全部開示災害対策本部会議関係

市　　　　長

全部開示防災無線関係

全部開示廃棄物処理施設関係

全部開示健康診査受診状況関係

一部開示市バス売却関係

一部開示指定管理者公募関係

一部開示道の駅関係

一部開示地縁団体関係

一部開示予算関係

教育委員会 一部開示損害保険契約関係

全部開示派遣業務委託関係

●開示請求のあった情報の内容と開示・非開示の決定状況

計任意的開示※開示請求件数
実施状況

実施機関名

８２６市　　　長

３１２教育委員会

１１３８計

（単位：件）●情報開示請求の件数

※任意的開示：市内に住所を有する方等、市情報公開条例に定める開示請求権者以外の方から
請求があった場合。

（単位：件）●情報開示実施状況

不服申立ての
件数

開示または非開示の決定件数
実施状況

実施機関名 不存在非開示
開　　　示

うち一部開示うち全部開示

０００４４８市　　　長

０００２１３教育委員会

０００６５１１計



広報　常陸大宮　　　　平成２４年６月号７

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
事
業
の

　

取
り
組
み
報
告
を
し
ま
す

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
事
業
の

　

取
り
組
み
報
告
を
し
ま
す

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
事
業
の

　

取
り
組
み
報
告
を
し
ま
す

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
事
業
の

　

取
り
組
み
報
告
を
し
ま
す

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
事
業
の

　

取
り
組
み
報
告
を
し
ま
す

　

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
事
業

は
、
間
伐
や
下
刈
り
な
ど
の
森
林
整
備
を

推
進
す
る
た
め
の
事
業
と
し
て
、
歩
道
の

整
備
や
作
業
路
網
の
改
良
活
動
、
施
業
実

施
区
域
の
明
確
化
作
業
な
ど
を
行
っ
て
い

く
も
の
で
、　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
の

１９

２３

５
年
間
に
わ
た
り
継
続
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
　

年
度
は
次
の
と
お
り
作
業
路
網
の
改

２３
良
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

●山方地域
路　線　名団　地　名

とび沢線　他２５路線久隆上　他１６団地

●美和地域
路　線　名団　地　名

藤沢線　他１４路線鷲子上　他１２団地

●緒川地域
路　線　名団　地　名

三賀線　他１５路線大岩第１　他１３団地

�問い合わせ�（代表）

山方総合支所　経済建設課　�５７－２１２１

美和総合支所　経済建設課　�５８－２１１１

緒川総合支所　経済建設課　�５６－２１１１

身
近
な
み
ど
り
整
備
推
進
事
業
の

　

取
り
組
み
報
告
を
し
ま
す

身
近
な
み
ど
り
整
備
推
進
事
業
の

　

取
り
組
み
報
告
を
し
ま
す

身
近
な
み
ど
り
整
備
推
進
事
業
の

　

取
り
組
み
報
告
を
し
ま
す

身
近
な
み
ど
り
整
備
推
進
事
業
の

　

取
り
組
み
報
告
を
し
ま
す

身
近
な
み
ど
り
整
備
推
進
事
業
の

　

取
り
組
み
報
告
を
し
ま
す

　

身
近
な
み
ど
り
整
備
推
進
事
業
（
森
林

湖
沼
環
境
税
活
用
事
業
）
は
、
平
地
林
や

里
山
林
の
保
全
を
図
り
、
快
適
で
豊
か
な

森
林
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
枯

木
等
の
伐
採
や
、
下
刈
り
・
除
間
伐
・
枝

打
ち
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
御
前
山
地
域
の
下
伊

２３

勢
畑
地
内
の
森
林
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

�
問
い
合
わ
せ�

　

農
林
課　

農
林
畜
産
振
興
グ
ル
ー
プ

 

�
　

－

１
１
１
１
内
線
２
０
３

５２

������������������������������������������������������������������������������

������������������������������������������������������������������������������������												
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���������

内　容事業実施面積

下刈り
間伐
保全標識設置

１．８６ha

●御前山地域（下伊勢畑）

�������	
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���������
���������������	
��
���
�������	
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広報　常陸大宮　　　　平成２４年６月号８

「「発掘された日本列島れた日本列島2012」展
参加中参加中！！

「発掘された日本列島2012」展
参加中！！

もゆくもゆくもゆく

　

日
本
で
は
、
毎
年
８
千
件
近
く
の
埋
蔵

文
化
財
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
数
多
く
の

成
果
が
日
々
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
一
つ
と
し
て
同
じ
も
の
が
な
く
個
性

的
で
、
そ
の
地
域
ご
と
の
文
化
や
歴
史
を

私
た
ち
に
伝
え
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

　

文
化
庁
で
は
、
多
く
の
人
が
で
き
る
だ

け
早
く
、
発
掘
調
査
の
成
果
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
特
に
注
目
す
べ
き
出

土
品
等
を
集
め
、
全
国
を
巡
回
し
て
展
示

す
る
「
発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
」
展
を
開

催
し
て
い
ま
す
。 

　

今
年
度
実
施
さ
れ
る
「
発
掘
さ
れ
た
日

本
列
島
２
０
１
２
」
展
に
お
い
て
は
、　
２０

の
遺
跡
、
約
５
８
０
点
の
出
土
品
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
常
陸
大
宮
市

か
ら
泉
坂
下
遺
跡
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

泉
坂
下
遺
跡
は
ま
だ
謎
が
多
い
弥
生
時

代
中
期
の
再
葬
墓
遺
跡
と
し
て
注
目
を
浴

び
て
い
て
、
平
成　

年
度
の
学
術
調
査
の

１７

成
果
を
全
国
に
広
め
る
た
め
に
選
出
さ
れ

た
の
で
す
。
こ
れ
は
常
陸
大
宮
市
を
全
国

に
Ｐ
Ｒ
す
る
よ
い
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

　

各
地
で
展
示
が
行
わ
れ
る
た
め
、
人
面

付
土
器
「
い
ず
み
」
を
始
め
泉
坂
下
遺
跡

出
土
遺
物
の
一
部
は
、
こ
れ
か
ら
約
９
カ

月
を
か
け
て
全
国
行
脚
し
て
い
き
ま
す
。

長
い
旅
路
と
な
り
ま
す
が
、「
い
ず
み
」
た

ち
の
活
躍
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

○開催館名

　東京都江戸東京博物館
　（東京都墨田区）
○開催期間

　６月１２日～７月２９日
　この他に青森県、静岡県、大阪府、鳥取
県で開催されます。詳しくは、生涯学習課
（本庁３階）備え付けのチラシをご覧くださ
い。

������������������������

～調査報告書をわかりやすく解説～

�������	
�

「画報　泉坂下遺跡―人面付土器を伴う
弥生時代中期の再葬墓群―」

（監修：鈴木素行）　５００円

※数に限りがあります。お早めにお求
めください。

歴史民俗資料館大宮館　�５２－１４５０

　

ケ
ー
ス
に
並
ぶ
２
つ
の「
い
ず
み
」。
片

方
は
本
物
、
も
う
一
方
は
レ
プ
リ
カ
（
複

製
品
）
で
す
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
、
本
物
が
ど
っ
ち
か
見

分
け
ら
れ
ま
す
か
？

　

向
か
っ
て
左
を
Ａ
、
右
を
Ｂ
と
し
、
入

館
者
に
呼
び
掛
け
て
「
本
物
！
」
と
思
う

方
に
投
票
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

投
票
の
結
果
は
、
Ａ
が
１
１
３
票
、
Ｂ

が　

票
で
し
た
。

８２

　

正
解
は
Ａ
。
正
解
者
が
や
や
多
い
結
果

と
な
り
ま
し
た
が
、
投
票
用
紙
片
手
に
皆

さ
ん
相
当
悩
ま
れ
た
様
子
。
レ
プ
リ
カ
を

作
っ
た
プ
ロ
の
技
に
、
大
人
も
子
ど
も
も

び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。

��������������
��������������
��������������
�
�
�
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������

�
�
�
�
�
���������������

��������������
��������������
����������������������������
�
�
��
������������������������������

　

資
料
館
で
行
っ
た
投
票
結
果
と
正

解
の
お
知
ら
せ



広報　常陸大宮　　　　平成２４年６月号９

美和地域氷之沢地区で発見された美和地域氷之沢地区で発見された美和地域氷之沢地区で発見された

「木造　釈迦如来坐像」が
　　　　　　新たに指定されました！　　　　　　新たに指定されました！
「木造　釈迦如来坐像」が
　　　　　　新たに指定されました！

しゃ か にょ らい ざ ぞうぞうしゃ か にょ らい ざ ぞう

常陸大宮市有形文化財

　

文
化
財
は
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
の
成

り
立
ち
を
理
解
す
る
う
え
で
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
貴
重
な
歴
史
的
財
産
で
、
将
来

の
文
化
の
向
上
・
発
展
の
基
礎
を
な
す
も

の
で
す
。
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら

の
文
化
財
の
中
で
も
特
に
重
要
な
も
の
を

指
定
し
、
そ
の
保
護
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

４
月　

日
、「
木
造　

釈
迦
如
来
坐
像
」

２５

（
一
躯
）が
新
た
に
有
形
文
化
財
と
し
て
指

定
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

釈
迦
如
来
と
は
仏
教
の
開
祖
釈
迦
、
い

わ
ゆ
る
「
お
し
ゃ
か
さ
ま
」
を
仏
と
し
て

敬
う
呼
び
方
で
、
仏
教
各
派
で
信
仰
の
対

象
と
な
っ
て
い
て
、
そ
の
像
は
寺
院
な
ど

で
大
切
に
守
り
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　

こ
の
釈
迦
如
来
坐
像
は
平
成　

年
に
歴

２０

史
民
俗
資
料
館
が
行
っ
た
祭
礼
調
査
の
際

に
氷
之
沢
地
区
の
元
沢
集
落
に
あ
る
、
古

び
た
お
堂
で
偶
然
発
見
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
お
堂
に
は
地
域
の
祭
礼
で
あ
る 
六 ろく

 
字  
様 
関
連
の
道
具
が
収
納
さ
れ
て
い
て
、

じ 
さ
ま

長
年
の
ほ
こ
り
に
埋
も
れ
て
い
た
こ
の
釈

迦
如
来
坐
像
に
つ
い
て
知
る
人
は
誰
も
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
お
堂
は
周
囲
の
高
い
湿

気
に
よ
り
床
が
抜
け
、
壁
も
朽
ち
始
め
て

い
て
、
釈
迦
如
来
坐
像
も
一
部
は
朽
ち
、

虫
穴
が
開
く
な
ど
激
し
く
傷
ん
で
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
お
堂
の
管
理
者
の
ご
理
解
を

得
て
資
料
館
で
預
り
、
清
掃
と
殺
虫
の
応

急
処
置
が
即
日
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
日
、
仏
像
の
専
門
家
に
鑑
定
を
依
頼

し
た
と
こ
ろ
、
作
風
は
地
方
仏
師
の
も
の

で
は
な
く
、
京
風
の
正
統
仏
師
の
作
と
見

ら
れ
、
江
戸
時
代
初
期
の
基
準
例
と
位
置

付
け
ら
れ
る
大
変
貴
重
な
仏
像
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
地
区
で
修
復
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
た
め
、
地
区
の
皆
さ
ん
の
話
し

合
い
に
よ
り
、
資
料
館
へ
寄
贈
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成　

年
度

２２

に
仏
師
に
よ
る
修
復
措
置
が
施
さ
れ
、
釈

迦
如
来
坐
像
は
現
代
へ
と
よ
み
が
え
り
、

有
形
文
化
財
指
定
に
至
っ
た
の
で
す
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
す
常
陸
大
宮
市
に
は
、

悠
久
の
歴
史
と
文
化
に
培
わ
れ
た
誇
れ
る

も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
の
一
つ
一
つ

が
か
け
が
え
の
な
い
輝
き
を
持
つ
郷
土
の

財
産
で
す
。

　

か
つ
て
氷
之
沢
地
区
で
信
仰
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
な
り
、
多
く
の
方
が
手
を
合
わ
せ

た
こ
の
釈
迦
如
来
坐
像
も
、
常
陸
大
宮
市

の
誇
れ
る
も
の
の
一
つ
で
す
。
こ
う
し
て

よ
み
が
え
り
、
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
の
は
、
地
区
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
の
お
か
げ
で
す
。

　

時
代
の
移
り
変
わ
り
の
な
か
で
は
、

様
々
な
も
の
が
人
知
れ
ず
消
え
て
い
っ
て

し
ま
う
も
の
で
す
が
、
先
人
た
ち
の
残
し

た
も
の
か
ら
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
は
数
多
く

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
守
り
未
来
に
伝
え

て
い
く
こ
と
は
、
現
代
を
生
き
る
私
た
ち

の
責
務
で
あ
り
、
文
化
財
保
護
行
政
の
重

要
な
使
命
で
す
。
今
後
と
も
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

※
現
在
は
歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮
館
に
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮
館　

�
　

－

１
４
５
０

５２

▲発見当時の様子

寸法　　総高７５．３㎝
最大幅　　　５３．６㎝
最大奥行　　４１．６㎝
製作年代　寛文１３年（西暦１６７３年）
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５
月
６
日
、
栃
木
県
内
で
発
生
し
た
竜

巻
が
御
前
山
地
域
の
野
田
・
秋
田
地
区
ま

で
到
達
し
ま
し
た
。

　

こ
の
竜
巻
に
よ
り
、
近
く
の
住
宅
で
は

瓦
が
飛
ば
さ
れ
、物
置
が
倒
壊
す
る
な
ど
、

　

棟
の
建
物
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

５５
常
陸
大
宮
市
に
も
竜
巻
被
害

　

５
月　

日
、
緒
川
地
域
の
オ
カ
リ
ー
ナ

１２

の
森
で
宗
次
郎
氏
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
７
回
目
と
な
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト

に
は
、
市
内
外
か
ら
約
１
３
０
人
の
方
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
、
新
駐
車
場
よ
り
徒
歩
で
野

外
音
楽
堂
へ
移
動
す
る
こ
と
と
な
り
、
訪

れ
た
皆
さ
ん
は
、
新
緑
や
野
鳥
の
さ
え
ず

り
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

　

こ
の
日
は
少
し
肌
寒
い
気
温
で
し
た

が
、
演
奏
が
始
ま
る
と
オ
カ
リ
ナ
の
澄
ん

だ
音
色
が
森
に
響
き
わ
た
り
、
訪
れ
た

人
々
の
心
を
癒
し
、温
め
て
く
れ
ま
し
た
。

オ
カ
リ
ー
ナ
の
森
の
音
楽
会

▲竜巻により、折れ曲がった看板

　

５
月　

日
、
ピ
ジ
ョ
ン
美
和
の
森
で
、

１２

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念
植
樹
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
催
し
は
ピ
ジ
ョ
ン
株
式
会
社

の
主
催
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回

で　

回
目
と
な
り
ま
す
。

２６

　

参
加
者
は
、
平
成　

年
１
月
１
日
か
ら

２３

平
成　

年
２
月　

日
生
ま
れ
の
、
全
国
か

２４

２９

ら
抽
選
で
選
ば
れ
た　

人
の
赤
ち
ゃ
ん
と

５０

そ
の
ご
家
族
で
す
。

　

式
典
で
は
、
相
田 
和 
ち
ゃ
ん
の
ご
家
族

の
ど
か

美
和
地
域
鷲
子
地
区
で
植
樹
式

が
市
内
参
加
者
の
代
表
者
あ
い
さ
つ
を
行

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
式
典
終
了
後
に
赤

ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
コ
ナ

ラ
の
苗
木
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。
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▲１５組の親子が教室に参加
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５
月　

日
、
塩
田
地
区
で
、
市
の
募
集

２０

に
よ
り
集
ま
っ
た
市
内
外
の
塩
田
お
米
づ

く
り
体
験
オ
ー
ナ
ー
、
市
と
交
流
事
業
を

行
っ
て
い
る
豊
島
区
民
、
国
際
交
流
協
会
会

員
な
ど
、約
１
０
０
人
が
参
加
し
、手
植
え

に
よ
る
田
植
え
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
塩
田
ふ
る
さ
と
協
議
会

（
大
貫
孝
夫
会
長
）が
主
催
し
た
も
の
で
、

協
議
会
会
員
と
地
元
農
家
の
皆
さ
ん
が
準

備
と
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

田
植
え
を
体
験
し
ま
し
た

　

今
年
は
参
加
者
が
多
か
っ
た
こ
と
か

ら
、昨
年
よ
り
も
早
く
田
植
え
が
終
わ
り
、

そ
の
後
近
く
の
畑
に
移
動
し
、
サ
ツ
マ
イ

モ
の
苗
を
植
え
付
け
、
大
変
充
実
し
た
体

験
事
業
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
平
成　

年
３

２３

２４

月　

日
ま
で
、
す
ぐ
対
応
課
は
１
８
９
６

３１
件
の
処
理
を
行
い
ま
し
た
。
詳
細
は
次
の

と
お
り
で
す
。

す
ぐ
対
応
課
処
理
件
数
を
報
告
し
ま
す

　

な
お
、　

年
度
は
１
８
９
２
件
、　

年

２１

２２

度
は
１
７
１
６
件
で
し
た
。

�������	
�

　今年も塩田ふるさと協議会によ
る、塩田お米づくり体験オーナー事
業の田植え体験が行われました。私
たち学生も引き続き運営のサポート
をしましたが、今年度は過去の経験
をもとに、２つの課題に取り組みま
した。
　まずは、参加者と地元の方々、そ
して学生との交流をより深めること

です。私たちは、事前にその点の意識を共有し、最も
交流できる場である昼食会の時間に重点をおき、ス
ムーズにそして積極的に動けるよう心がけました。
　もう１つは、本事業に新たな価値を付加することで
す。常陸大宮市を離れていても、塩田地区の様子や作
物の様子を知りたいという参加者の声に応えるため、
学生が作った新聞を配り、田んぼやサツマイモ畑の生
育状況をお知らせするホームページについて紹介しま
した。
　私は、年々充実していくこの活動を通じて、継続す
ることの大切さや、協働事業を育てる喜びを感じてい
ます。

��������
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処理件数内　　容

１，２５４件市 道 の 補 修

３３６件蜂の巣の駆除

９３件動物死体処理

２１３件そ の 他※

１，８９６件合 計

※学校やゲートボール場等への砂運搬等

《奨学基金へ》

常陸大宮ライオンズクラブ
100,000円

敬称略

～広報常陸大宮５月号に誤りがありました～
　

P１０「特定保健指導はあなたの健康づくりを
応援します」
●血糖（HbA１c）の円グラフ下の基準値

誤　����������	
��

正　����������	
��
��

お詫びして訂正します。
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▲優勝した常陸大宮市立緒川中学校の皆さん▲優勝した常陸大宮市立大宮中学校の皆さん
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台
湾
総
督
府
の
事
務

官
と
な
っ
た 
松  
井  
端 

ま
つ 

い 

た
ん

は
、
職
務
の
傍
ら
精
力

的
に
作
詩
活
動
に
励
み

ま
し
た
。
三
十
年
に
及

ぶ
漢
詩
家
と
し
て
の
活

動
で
、
台
湾
の
文
壇
で

も
そ
の
存
在
を
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。

　

松
井
家
に
は
端
の
漢

詩
が
掲
載
さ
れ
た
新
聞

の
切
り
抜
き
を
貼
り
付
け
た
ス
ク
ラ
ッ
プ

ブ
ッ
ク
が
存
在
し
、
今
も
大
切
に
保
管
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
詩
に
は
、

い
つ
、
ど
ん
な
事
柄
に
対
し
て
詠
ん
だ
も

の
な
の
か
を
表
す
表
題
が
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
を
見
る
と
、 
割 かつ 
譲 
後
の
台
湾
を
平

じ
ょ
う

定
し
た
英
雄
と
し
て
尊
崇
さ
れ
て
い
た 
北 きた

 
白 しら 
川 
か
わ
の 
宮  
能  
久  
親  
王 
を
称
え
る
詩
（
北
白
川

み
や 
よ
し 
ひ
さ 
し
ん 
の
う

宮
は
台
湾
平
定
直
前
の
一
八
九
五
年
十
月

に
台
南
で
死
去
、
皇
族
で
初
の
外
地
殉
職

者
）
や
台
湾
神
社
（
一
九
〇
一
年
に
日
本

が
作
っ
た
台
湾
総
鎮
守
。
北
白
川
宮
ほ
か

三
神
を
祭
神
と
す
る
。
宮
の
死
去
の
日
が

祭
日
）
の
祭
礼
に
際
し
て
の
感
想
、
明
治

天
皇
五
年
祭
（
没
後
五
年
、
一
九
一
五
年

か
）
に
際
し
て
の
詩
、
漢
詩
仲
間
と
の
交

互
い
に
詠
ん
だ
漢
詩
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
二
年
七
月
十
五
日
、
端
は
日
本
へ

帰
還
す
る
こ
と
に
な
り
、
七
月
十
三
日
付

の
現
地
の
新
聞
に
「
松
井
端
（
漢
詩
人
）

訂
十
五
日
蓬
莱
丸
帰
還
内
地
」
と
掲
載
さ

れ
ま
す
。
端
は
台
湾
で
は
す
っ
か
り
「
漢

詩
人
」と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
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昨
年
夏
、
端
の
孫
に
あ
た
る
松
井 
暢  
夫 
の
ぶ 
お

さ
ん
か
ら
、
端
の
遺
品
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
前
号
で
紹
介
し
た
、
功
労
に
つ
い
て

の
感
謝
状
と
副
賞
の
木
製
火
鉢
の
ほ
か
、

前
述
の
よ
う
な
直
筆
の
掛
け
軸
や
色
紙
、

台
湾
時
代
に
愛
用
し
て
い
た 
文 ふ 
机 
、
陶
製

づ
く
え

火
鉢
、
そ
し
て
五
百
冊
以
上
の
蔵
書
と 
文 ふ

 
箱 
な
ど
で
す
。
蔵
書
の
ほ
と
ん
ど
は
漢
詩

ば
こに

関
す
る
も
の
で
、
台
湾
で
購
入
さ
れ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
混
じ
っ
て
、

「 
迪  
彝  
篇 
」（
水
戸
藩
士 
会  
沢  
正  
志  
斎 
が 
野 

て
き 
い 
へ
ん 

あ
い 
ざ
わ 
せ
い 
し 
さ
い 

の

 
口  
時  
雍  
館 
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
編
さ
ん
し

ぐ
ち 
じ 
よ
う 
か
ん

た
水
戸
学
の
教
本
）
な
ど
、
水
戸
藩
に
か

か
わ
る
も
の
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

端
は
帰
郷
の
三
年
後
、
水
戸
市 
新  
荘 
に

し
ん 
そ
う

家
を
新
築
し
、
こ
こ
で
台
湾
か
ら
持
っ
て

き
た
調
度
品
に
囲
ま
れ
て
漢
詩
を
作
り
続

�
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た
ん

友
の
中
で
詠
ん
だ
も
の
な
ど
の
記
述
が
あ

り
ま
す
。

　

台
湾
の
漢
詩
界
で
は
日
本
人
も
活
躍
し

て
い
ま
し
た
。
右
の
掛
け
軸
は
端
及
び
二

人
の
友
人
の
漢
詩
を
一
つ
の
掛
け
軸
に
し

た
も
の
で
、
中
央
が
端
（
号 
松 
し
ょ
う 
軒 
）
の
漢

け
ん

詩
で
す
。
草
山
（
台
北
近
郊
の
景
勝
地
）

に
遊
ぶ
光
景
を
詠
ん
で
い
ま
す
。
端
は 
長 なが

 
沼  
梅  
仙 
、 
小  
野  
田  
三  
径 
と
親
交
が
あ
っ
た

ぬ
ま 
ば
い 
せ
ん 

お 

の 

だ 
さ
ん 
け
い

よ
う
で
す
。

　

日
本
領
と
な
っ
た
台
湾
に
は
多
く
の
日

本
人
が
移
住
し
、県
人
会
も
発
足
し
ま
す
。

端
は
茨
城
県
人
会
に
し
ば
し
ば
参
加
し
、

そ
の
度
に
漢
詩
を
詠
ん
で
い
ま
す
。
茨
城

県
人
会
が
開
か
れ
る
の
は
決
ま
っ
て
「 
北 べい

 
投  
神  
泉  
閣 
」
で
し
た
。
北
投
は
ラ
ジ
ウ
ム

と
う 
し
ん 
せ
ん 
か
く

泉
で
有
名
な
台
湾
有
数
の
温
泉
地
。
日
本

が
一
八
九
五
年
に
台
湾
を
割
譲
す
る
と
、

翌
年
に
は
北
投
温
泉
に
日
本
人
が
温
泉
宿

を
開
業
し
て
い
ま
す
。

　
 
折  
笠  
村 
（
現
日
立
市
）
出
身
で
憲
政
会

お
り 
か
さ 
む
ら

に
所
属
し
た
衆
議
院
議
員
の
大
津
淳
一
郎

（
号 
鈴  
山 
）
の
台
湾
視
察
の
際
に
は
、
茨

れ
い 
ざ
ん

城
県
人
会
が
歓
迎
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
新
聞
に
は
、
そ
の
時
に
大
津
と
端
が

け
、
余
生
を
送
り
ま
し
た
。

　

端
の
墓
は
水
戸
藩
士
の
通
例
に
倣
い
、

常
磐
共
有
墓
地
の
一
角
に
あ
り
ま
す
。

 

※
松
井
暢
夫
『
松
井
端
は
ど
ん
な
人
』（
私
家

版
）
二
〇
一
二　

を
参
考
に
し
ま
し
た
。
松

井
暢
夫
「
友
人
と
の
交
流
の
中
で
詠
ん
だ
漢

詩
」
は
『
大
宮
郷
土
研
究
』
第
十
六
号
に
掲

載
さ
れ
ま
す
。歴

史
民
俗
資
料
館
大
宮
館　

�
　

－

１
４
５
０

５２

▲端と友人２人の漢詩

▲松井端の墓▲端の孫の松井暢夫夫妻

▲文机

【
前
回
の
ふ
る
さ
と
見
て
歩
き
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。】

・
四
段
目
の
四
行
目

　

誤
台
湾
総
監
督
府 �
 
正
台
湾
総
督
府

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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　これからの季節、大雨や台風等による水害、土砂災害が心配されます。
　災害から身を守るには、正確な気象情報を入手し、万全の対策をとること
が大切です。

�土砂災害に気をつけよう
　土砂災害は、大雨や地震などによって弱くなった斜面が、がけ崩れを起こすものです。
　特に梅雨や台風の時期は注意が必要です。一般的に、１時間に２０ミリ以上または降り始めから１００
ミリ以上の雨が降り続いたら、がけ崩れの危険性が高まります。

�土砂災害の種類

�家の中や周囲をチェックしよう
家の中　・気象情報、防災機関等の広報を注意深く聞く　・外出はしない
　　　　・家族で避難場所や連絡方法の確認をする　　　・非常持出品を確認する
家の外　・屋根、外壁、窓、雨戸等に破損箇所が無いか確認　→　破損箇所は修理しておく
　　　　・ベランダや庭の鉢植え、物干しざおは飛ばされないように屋内へ

①がけ崩れ　
　地面にしみ込んだ雨水で柔らかくなっ
た土砂が斜面から突然崩れ落ちる現象。
����こんな前ぶれに注意！����

　　　　・小石がパラパラ落ちる
　　　　・がけから水がわく
　　　　・がけに亀裂が入る　
　　　　・がけから音がする

②地すべり
　比較的緩やかな斜面で粘土などの滑りやすい層
を境に、その上の土がそっくり動き出す現象。
������こんな前ぶれに注意！������

　　　　・地面にひび割れができる
　　　　・井戸や沢の水が濁る
　　　　・がけや斜面から水が噴き出す
　　　　・地面の一部が陥没する

�

�

�

�
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風水害・土砂災害に備えて
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　このクラブは地元の女性たちで構成され、住民が安心
して暮らせる地域をつくるため、日々活動しています。
　消防機関と地域の連携を密にし、防火・防災リーダー
の一員として火災予防の知識・技術を習得し、災害等か
ら地域を守り、明るい安全な地域社会を築くことを目標
としています。

[主な活動内容]
�研修事業
　・普通救命講習会参加及び訓練指導
　・防火思想の普及推進を図るためクラブ員による視察研修会
�訓練
　・応急手当訓練（忘れてしまいがちな応急手当や心肺蘇生法を反復訓練する）
　・初期消火訓練（消火器や屋内消火栓の取り扱いを訓練する）
�防火思想・普及啓発
　・地元の小学校主催の防災訓練に参加し、防火思想の高揚を図る
　・訓練や講習会で習得した火災予防の知識・技術を普及啓発する
　・一般家庭への消火器、住宅用火災警報器の設置促進を図る

女性防火クラブ員
募 集 中 ！ ！
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青年海外協
力隊員

石塚幹子さ
んから

お便りが届
きました Hola! 

Hola! 
Hola! 

コスタリカ共和国の言語はスペイン語。Hola は｢こんにちは｣の意味です。
オ  ラ

オ  ラ
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アメリカ

メキシコ

ブラジル

コスタリカ共和国

①村の女性グループと共に集会をし
た時。もんぺ、足袋、手ぬぐいを
身につけ、日本の農業を紹介

　
②村の家の様子。庭にたくさんの木
や花を植えています

　
③フリーホーレスというコスタリカ
の主食といえる豆を収穫

　

常
陸
大
宮
市
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

日
本
も
だ
ん
だ
ん
と
暑
く
な
っ
て
き
た
頃

で
し
ょ
う
か
。
地
球
の
裏
側
、
コ
ス
タ
リ

カ
は
５
月
よ
り
雨
期
に
入
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
私
が
生
活
す
る
小
さ
な
ま
ち

ウ
パ
ラ
と
活
動
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

ウ
パ
ラ
は
首
都
サ
ン
ホ
セ
よ
り
バ
ス
に

乗
っ
て
北
へ
５
時
間
、
隣
国
ニ
カ
ラ
グ
ア

ま
で
約　

キ
ロ
の
国
境
付
近
に
位
置
し
て

１５

い
ま
す
。
ニ
カ
ラ
グ
ア
か
ら
の
移
住
者
も

多
く
、
コ
ス
タ
リ
カ
で
最
も
貧
し
い
地
域

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ス
ー

パ
ー
か
ら
学
校
、
病
院
、
郵
便
局
、
美
容

室
に
雑
貨
店
と
何
で
も
そ
ろ
っ
て
い
る
の

で
、
不
便
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
と
比
べ

て
し
ま
え
ば
、
物
の
種
類
や
品
数
は
少
な

く
、
停
電
や
断
水
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す

が
、
ウ
パ
ラ
で
の
生
活
は
、
と
て
も
静
か

で
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
ま

ち
か
ら
、
で
こ
ぼ
こ
道
を
数
十
分
進
ん
で

行
く
と
、ベ
ニ
ヤ
板
作
り
の
簡
素
な
家
や
、

牧
草
地
、
米
や
豆
の
畑
が
広
が
る
村
に
つ

な
が
り
ま
す
。
村
へ
行
く
と
、
お
土
産
に

果
物
を
く
れ
た
り
、
娘
に
な
ら
な
い
か
と

冗
談
を
言
わ
れ
た
り
、
魚
釣
り
に
誘
っ
て

く
れ
た
り
と
、
外
国
人
の
私
を
温
か
く
迎

え
て
く
れ
ま
す
。
村
の
人
た
ち
は
、
主
に

農
業
で
生
活
を
し
て
い
て
、
子
ど
も
た
ち

は
、
サ
ッ
カ
ー
や
追
い
駆
け
っ
こ
を
し
て

元
気
に
遊
ん
で
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
テ

レ
ビ
を
見
た
り
、
小
さ
な
売
店
で
売
っ
て

い
る
お
菓
子
を
食
べ
た
り
も
し
ま
す
が
、

自
然
と
共
に
生
活
を
し
て
い
る
印
象
を
受

け
ま
す
。

　

こ
ち
ら
の
人
々
の
食
事
は
と
て
も
質
素

で
、
主
に
米
、
豆
類
、
い
も
類
や
青
バ
ナ

ナ
等
を
食
べ
て
い
ま
す
。
鶏
肉
と
卵
は

時
々
食
べ
る
程
度
で
、
野
菜
は
あ
ま
り
食

べ
ま
せ
ん
。
多
く
の
人
が
、
ま
き
で
料
理

を
し
て
い
て
、
水
道
や
電
気
の
通
っ
て
い

な
い
家
も
あ
り
ま
す
。

　

私
は
農
牧
省
に
配
属
さ
れ
、
こ
う
し
た

村
に
住
む
家
族
と
共
に
、
生
活
の
質
や
栄

養
面
の
改
善
を
促
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

画
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
活
動
内
容

は
、
各
家
庭
や
学
校
の
菜
園
作
り
へ
の
協

力
と
、
野
菜
栽
培
に
関
す
る
講
習
会
、
実

習
を
共
に
行
う
こ
と
で
す
。

　

野
菜
へ
の
興
味
関
心
を
引
き
、
食
生
活

に
野
菜
を
取
り
入
れ
て
も
ら
い
、
知
識
や

情
報
を
共
有
し
、
村
人
の
自
発
的
な
活
動

を
促
す
き
っ
か
け
を
作
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
が
、
実
際
は
、
思
っ
た
以
上
に
難

し
い
と
感
じ
ま
す
。
ま
ず
は
、
住
民
が
何

に
問
題
を
抱
え
、何
を
望
ん
で
い
る
の
か
、

深
く
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
互

い
に
学
び
合
い
、
一
緒
に
生
活
改
善
の
活

動
を
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

文
化
・
習
慣
の
異
な
る
こ
の
国
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
た
め
に
、
言

葉
で
伝
え
な
い
と
伝
わ
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
話
を
聞
き

た
い
の
に
、聞
け
な
い
。
話
し
た
い
の
に
、

言
葉
が
出
て
こ
な
い
な
ど
、
悔
し
い
思
い

も
し
ま
す
が
、
徐
々
に
活
動
を
進
め
て
い

け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　

ま
た
、コ
ス
タ
リ
カ
に
関
し
て
知
り
た
い

こ
と
や
、
伝
え
た
い
日
本
文
化
、
家
庭
や
学

校
菜
園
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア
が
あ
り
ま
し

た
ら
ぜ
ひ
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ

で
は
、
ア
ス
タ
ル
エ
ゴ
！
（
ま
た
今
度
）

�

� �



御前山ビオトープ周辺の植物等御前山ビオトープ周辺の植物等

双子葉離弁花　スイレン科コウホネ属　花期 6～ 9月

コウホネ
コウホネ

常陸大宮市でロケ常陸大宮市でロケ常陸大宮市でロケ常陸大宮市でロケ
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マイナスカーボン・プリンティングシステムズ

1 0.77
（出典：林業白書）

高さ
22ｍ

直径
26cm

0021

24.75kgのCO2削減量とは
樹齢50年（高さ22ｍ・直径26cm）の杉の木約1.77本分が
1年間に吸収するCO２量に匹敵します。

　先日、美和地域で開催された植樹式に
参加してきました。
　最初は式典だけの予定でしたが、皆さ
んのご厚意により、ひたまるも植樹をす
ることに！
　この日は風が強く、また急斜面な場所
だったので、危うく転がり落ちそうにな
りましたが、近くにいた方の支えもあり、
なんとか植樹することができました。
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　浅い池や沼などに生える多年生の水草。
　根茎は肥厚していて泥中をはい、その先端か
ら葉を出します。夏に５ ㎝ 位の黄色い花が上向
きに咲きます。花びら状のがく片が５枚あり、
その内側に小形の花びらが多数あります。
　コウホネは河にも生え、根茎が白骨のように
見えることから、この名がつきました。英名で
は「Yellow pond lily」といい、池に咲く黄色い
ユリを意味しますが、ユリ科ではありません。
抽水植物で水面を突き抜けて立つ葉のあるとこ
ろがスイレンなどと異なります。
　現在では水辺の環境の変化によって減少して
います。
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　５月１３日・１４日、現在放送中のNHK大河ドラマ
「平清盛」の撮影が大宮地域久慈川流域や小場地区
の鹿島神社で行われました。両日とも天気に恵ま
れ、順調に撮影が進んだ様子でした。
　今回撮影されたのは合戦シーンで、主演の松山
ケンイチさんを始め、玉木宏さん、宇梶剛士さん
など出演者やスタッフ、そして応募されたエキス
トラ（約４０名）の皆さんが早朝から集まり、日没
まで撮影が続けられました。
　このシーンは７月８日に放送予定です。
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▲式典の様子 ▲ひたまるの背丈よりも大きくなる日が
待ち遠しい！


